
領域
1年生点

数
2年生
点数

3年生
点数 母
数 A％ B% C% D%

R５後期
全体
点数

R５前期
全体
点数

1 4.0 4.3 3.9 42 16 21 4 1 4.0 4.0

2 4.1 3.8 4.3 43 24 8 8 3 4.0 3.9

3 3.9 4.3 4.4 43 20 17 6 0 4.2 4.1

4 4.3 4.1 4.4 43 19 23 1 0 4.3 4.2

5 4.0 4.4 3.6 43 15 22 6 0 4.0 3.9

9 4.3 4.7 4.5 43 26 15 1 1 4.4 4.6

10 4.3 4.7 4.6 43 30 9 2 2 4.4 4.5

13 3.6 2.6 2.5 43 9 10 14 10 3.0 3.3

14 4.6 4.3 4.8 43 30 12 1 0 4.6 4.4

15 4.8 4.8 5.0 43 39 3 1 0 4.9 4.9

領域
1年生
保護者
点数

2年生
保護者
点数

3年生
保護者
点数

母
数 A％ B% C% D% E％
R５後期

全体
点数

R５前期
全体
点数

1 4.1 4.1 4.3 36 22% 61% 3% 3% 3% 4.1 4.2

2 3.9 4.0 3.6 36 31% 61% 6% 0% 11% 3.8 4.1

3 4.4 4.1 4.2 36 31% 61% 8% 0% 0% 4.2 4.1

4 4.1 4.3 4.0 36 42% 64% 0% 0% 6% 4.1 4.4

5 4.4 4.4 4.5 36 33% 56% 3% 0% 0% 4.4 4.4

6 3.6 4.5 4.0 36 28% 56% 0% 0% 11% 4.0 4.5

7 3.9 4.4 3.9 36 19% 61% 6% 0% 6% 4.1 4.3

8 3.5 3.7 3.9 36 19% 56% 11% 3% 11% 3.7 3.8

9 3.4 4.1 3.8 36 11% 44% 25% 11% 0% 3.7 4.1

11 2.6 2.7 3.4 36 33% 14% 36% 31% 8% 2.9 2.9

12 4.0 4.5 4.0 36 26% 56% 6% 3% 3% 4.1 4.4

14 3.8 4.0 3.8 35 28% 51% 14% 0% 9% 3.9 3.6

お子様は、読書をする習慣がある。

お子様との普段の会話は、できている。

学校は、PTA活動や地域と協力し、地域に開かれた教育活動になるよう取り組んでいる。

学校は、生徒一人一人を大切にしている。

学校は、道徳の授業などを通じて、様々な視点から物事を考えさせようとしている。

学校は、教育相談等を実施し、生徒の悩みに向き合い、生徒間のトラブルやいじめ、生徒
個々の相談等に対応しようとしている。

学校は、進路学習の時間を通じて、自分の将来について考えさせるだけでなく、職場見学や職業
体験学習、進路説明会などを企画するなどして、学年に応じた取組をしている。

学校は、学級通信や各種たよりなどを発行し、保護者や家庭に、学校や学級、授業での様
子を伝えようとしている。

重　点　評　価　項　目

学校は楽しい。

体を動かすのは好き。

悩みや相談ごとがあったとき、親身になって話を聞いてくれたり、相談できる人がいる。

学校のルールや、社会のルールを守っている。

学級通信や学校だよりを保護者に渡している。

学校の授業は分かりやすい。

授業の中で、友達と話し合ったり、教え合ったりするスタイルの授業は、分かりやすい。

家庭学習に取り組んでいる。

読書の習慣が身についている。

学校では、班や係での役割を分担させ、仕事に責任を持たせると共に、仲間と協力するこ
とを学ばせている。

学校では、テスト計画表や家庭学習に取り組ませるなどして、家庭での学習が身につくよ
うにしている。

重　点　評　価　項　目

無視や嫌がらせ、いじめは、いけないことだと思う。

【生徒】　R５後期　学校評価アンケート集計結果　

＜5.0満点＞～3.9 赤字　4.0～4.4 黒字　4.5～5.0 青字　Ａ：そう思う　　B：だいたいそう思う　　C：あまり思わない　　D：そう思わない

＜5.0満点＞～3.9 赤字　4.0～4.4 黒字　4.5～5.0 青字　Ａ：そう思う　B：だいたいそう思う　C：あまり思わない　D：そう思わない　E：わからない

【保護者】　R５前期　学校評価アンケート集計結果

学校は、分かりやすい授業に取り組んでいる。

家庭では、学校での学習が定着するように、机に向かう時間を設けている。

滝上町学校教育目標

２月特別号

令和5年度後期学校評価へのご協力ありがとうございました。
先日行った学校評価の集計を終えました。生徒アンケート及び保護者アンケートの結果をお知らせします。5.0満点による数値化したものと、それらの根拠となる内容（割合）に

ついてまとめました。また、今年度の前期学校評価との比較もできるよう全体点数も載せています。学校の様子を見ていただくとともに、各家庭の状況や学校に対する意見など

も共有していただけると思います。

保護者・生徒アンケートの結果から

生徒アンケートの結果からは全体的に微増でありますが数値を見ると向上している様子がうかがえます。ただ、前期高ポイントだった「授業の中で、友達と話し合ったり、教え

合ったりするスタイルの授業は、分かりやすい。」という項目については0.2ポイント下げています。今後も自ら学び、それが深い学びへと繋がるような授業づくりを意識していかな

ければならないと感じます。「無視や嫌がらせ、いじめは、いけないことだと思う。」という項目については、いつも通り高いポイントを上げています。これは、ダメなものは絶対にダ

メ、という意識が生徒の中に定着していることの表れだと思います。これからも引き続き、生徒への指導を続けて参ります。

一方、保護者アンケートの結果からは、生活面・進路学習については概ね4.0ポイントを上回っています。学習面については「授業のわかりやすさ」「家庭学習の取組」が3ポイン

ト台となっています。今後も生徒たちにとって学習意欲を生み出す目標設定や動機付けを大切にしていきたいと思います。また、ご家庭と協力しながら家庭学習の推進にも取り

組んでいきたいと思います。

前期ポイントを下げていた「悩みや相談ごとがあったとき、親身になって話を聞いてくれたり、相談できる人がいる。」の項目は、若干でありますが数値を上げています。学校で

のカウンセリング機能の向上と必要に応じて家庭や関係機関との連携を進めた成果だと思っています。

来年度に向けてもご家庭と密な連携を図りながら生徒の生活力・学習力の向上に努めていきます。今年度のご協力ありがとうございました。



1年生 A B C D E 未回答 ２年生 A B C D E 未回答 ３年生 A B C D E 未回答

生徒21 0 0 10 7 0 4 生徒11 0 0 4 6 0 1 生徒13 0 3 3 5 1 1

保護者
P戸数15

0 0 1 7 5 2 保護者
P戸数11

0 2 4 2 2 1
保護者
P戸数

13
0 1 7 2 1 2

1年生 A B C D E 未回答 ２年生 A B C D E 未回答 ３年生 A B C D E 未回答

生徒21 7 8 2 0 3 1 生徒11 3 4 4 0 0 0 生徒13 6 3 2 1 0 1

保護者
P戸数15

5 7 1 0 1 1 保護者
P戸数11

3 3 5 0 0 0
保護者
P戸数

13
2 5 2 1 1 2

 

◆◆◆◆◆◆◆保護者のご意見◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

・Tシャツはワンポイントでなくてよかったのですか？我家では一万円以上買いました。守らなくてよいなら、規則を変えてほしい。（規則を守らなくて良いと子どもに見せることが最も
問題）
・親子レク時間通り迎えに行ったら４０分待たされました。

・大きな問題が起こるときには小さな事が起こっています。未然に防ぐには、小さな問題にも気配りしていただき、保護者と情報を共有していく事で大きな問題にならないのではと
思っています。

　　　　A：3時間以上　　B：2時間以上　　C：1時間以上　　D：30分以上　　E：毎日していない

　　　　　　　　　　　　　　保護者～お子様は、1日あたり平均してどれくらいの家庭学習に取り組んでいると思いますか。

本校の教育に関しまして、建設的なご意見等がございましたらご記入ください。

・赤点とったら補習！！　は今の時代ないんですか？

・14．地域・保護者との連携について～具体的に何かしているのか分からない。

　　　　A：3時間以上　　B：2時間以上　　C：1時間以上　　D：30分以上　　E：毎日していない

　ゲームの時間　　　生徒～ケータイやスマホ、ゲームなどの電子機器を１日あたりどれくらい遊んだり使ったりしていると思いますか。

 家庭学習の時間　　　生徒～1日あたり平均するとどれくらい家庭学習に取り組んでいますか。

　　　　　　　　　　　　　保護者～お子様はゲームやスマホなどの電子機器を1日あたり平均してどれくらい遊んだり使ったりしていると思いますか。

・いつも通信や連絡帳、楽しみに見ています。子どもやクラスの様子がわかりやすく、時には面白く書かれており、子どもとの会話の一つになっています。お忙しい中、大変だと思い
ますが、続けていただけると嬉しいです。

１・子どもによっては、ランクを上げようとがんばっているが、テスト以外での評価基準が分からず、どのように努力すればよいかわからない教科がある。テスト以外の部分で評価を
下げてしまっている子どもには特に、先生方からも改善へのポイントを伝えてあげてほしい。

・教科によってはテスト採点で中間点がとても少ないことがある。（誤字や字の重複で点が全くつかないなど）勉強して答えている解答に対して中間点を与えることを考慮してほし
い。

・２，７　前期期末テストが夏休み明け直後で、テスト勉強をフォローしてもらうことが難しく感じた。夏休み中に取り組んだ学習で分からないところがあっても質問できないままテスト
を受けたり、夏休み中に行った家庭学習を提出できず、確認してもらっていない教科もある。夏休み後半にも登校日や学習会を設けてほしい。

・５，先生方の熱いメッセージを拝見しています。子どもにも届いていてほしいです。

・６，良くも悪くも分担されていて、協力できているのか？と思う時がある。

・その他、親がWi-Fiや４G・５Gの携帯電話スマホの使用で体調が悪くなるため、自宅ではそれらの使用を控えている。最近では５Gの普及の成果、外出先で具合が悪くなることもあ
る。（４G・５Gは使用していなくても、電源を切っていても影響がある）子どもは今のところ体調が悪くなる様子はないが、予防として携帯電話やスマホとの接点をなるべく少なくして日
常生活を送ってほしいと思っている。中学校では学校へ携帯やスマホを持ってこないことになっており安心しているので、このまま制限を続けて欲しい。（体調不良となる前の軽い症
状として、眠気、集中力の低下、記憶力の低下、不眠などがあります。もし教室内でWi-Fiでつながっている電子機器があれば、使用時以外は電源を切るなど検討下さい）

家庭での学習・ゲームの時間調査から

アンケートの結果から、家庭学習への取組は1，2年生は今年度前期と大きく変わりません。3年生については家庭学習の取組時間が増えています。テストが多くあったり、進路

を見据えてのことと思いますが、この傾向を1，2年生も参考に、少しでも早い時期から家庭学習の取組の充実を進めてほしいと思います。

ゲームやスマホの時間については、1年生の保護者の意見としてＡ、Ｂ合わせ2時間以上遊んでいるという割合が80％と多くなっています。全体的な傾向としては2年生や3年生

になるとゲームやスマホで遊ぶ時間が少なくなっている様子が見られます。

貴重な意見ありがとうございます

・生活面について、学級担任を始め、副担任、支援員ともに生徒の成長を願い日々邁進しているわけですが、このようなご意見をいただ

くことが何よりもの励みとなります。

生徒指導（規則）の部分と時間についてのご指摘もいただいています。来年度は、「生活のきまり」についてより分かりやすい表記を心

がけ、保護者の皆様が戸惑うことのないように改善していきたいと思います。

学習面についても各教科で生徒の情報を共有し、個に応じた分かりやすい授業や対応を心掛けていきます。また。生徒の学び舎であ

る学校の教育環境の推進に努めていきます。

これからも地域、保護者、関係機関との連携を図りながら職場見学・職場体験・ボランティア活動等の行事、そして、スクールカウンセ

ラー事業、パートナーティーチャー事業、教育委員会、保健福祉課など、多方面での連携を進め、生徒のよりよい成長を目指していきた

いと考えています。
部活動の地域移行にも見られるように、学校～家庭～地域が一体として子どもを育てる時代となってきます。この流れにしっかりと対

応できるよう学校運営を心掛けていきたいと思います。


